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大船渡ユネスコ協会からの御礼 
大船渡ユネスコ協会が作成した『被

災地からのメッセージ』という冊子の

中で、当協会が一昨年、東日本大震災

の復興支援の取り組みの一環として

「被災地の皆様への励ましメッセー

ジ」や「メッセージボード」（色紙な

ど）をお贈りさせていただきました。

当協会からのそのメッセージを伝え

る内容を冊子に掲載していただきま

した。 

日本ユネスコ協会連盟総会開催 
2013 年６月 22 日、日本ユネスコ協

会連盟 第 64 回定時総会が開催され

ました。当協会から高尾敏彦顧問が参

加。内容としては、東日本大震災の被

災地への復興支援の現状報告並びに

今後の課題などでした。また、今後の

ユネスコ運動をどう活性化していく

かも大きなテーマとして話し合われ

ました。 
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日本ユネスコ協会連盟総会の様子（2013年 6月22日） 

大船渡ユネスコ協会へお贈りした「メッセージボード」 
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平和の鐘を鳴らそう運動 

国連総会は西暦 2000 年を「平和の文化国際年」と定めました。ユネスコは、この

「平和の文化国際年」を推進する中心的役割を担っております。日本ユネスコ協会

連盟は、国際年の意義を広く伝え、人々の心の中にある“平和の祈りと願い”を大

きな力へと結集していくために、「わたしの平和宣言」と「平和の鐘（かね・おと）

を鳴らそう運動」を継続して実施しております。 

開倫ユネスコ協会では、8月 13 日「平和の鐘を鳴らそう運動」を実施致しました。

当日約 900 名（学生 850 名・大人 50 名）の参加者があり、「私の平和宣言文」を読

み上げ、思い思いに音を鳴らしました。特に足利市内の永宝寺、ばんな寺では、ご

住職の御協力もあり、平和を祈りながら鐘をつきました。 

＊永宝寺（住 職：高木 堅持）8/13（月）、12：00、高木ご住職がお経を唱えたあ

と、参加者が鐘を撞きました。その後「私の平和宣言」を読み上げました。 

＊ばんな寺（住 職：山越 忍隆住職）8/13（月）、14：00、山越ご住職からのお

話をお聞きしたあと、鎌倉時代に創建された鐘撞き堂で鐘を撞きました。 

＊８月 21 日「ＮＨＫとちぎ 640」で、８月 15 日「とちぎテレビニュース」で放映

されました。また下野新聞にもこの平和の鐘を鳴らそう運動が掲載されました。 

永宝寺での「平和の鐘を鳴らそう運動」の様子         ばんな寺での「平和の鐘を鳴らそう運動」の様子   

 

永宝寺で平和を祈る参加者 

開倫ユネスコ協会名誉会長 茂木敏充大臣からのメッセージ      ばんな寺で平和を祈る参加者 

ありがとうございました。 


